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研究結果 

の概要 

 

※詳細は別

紙により 

報告 

新学習指導要領において、特別支援教育は各教科等すべての教育の場において行わ

れる必要性が示されたことを受け、本校では、令和２年度より２年間の予定で取り組

んできた。各教科におけるインクルーシブ教育システムに焦点を当てた授業を目指し、

研究授業を通して研究を深めてきた。 

研究に際しては、東京学芸大学教職大学院や調布市教育委員会からご指導ご支援を 

いただき、具体的な授業作りに活かしてきた。 

東京学芸大学教職大学院准教授 増田 謙太郎先生からは、「中学校における合理的

配慮と特別支援教育」というテーマで講演をいただき、合理的配慮の基準、実際の例

について学ぶことができた。またユニバーサルデザインの考え方、特別支援教育につ

いて事例検討を通して学んだ。 

飛田給小学校校長 山中 ともえ先生からは「新学習指導要領に示された各教科に

おける指導の工夫」をテーマにご講演をいただき、これまでの特別支援の流れと新学

習指導要領から今後求められる支援について学び、意識を高めることができた。 

さらに、調布市教育委員会指導主事 髙橋 康一先生の「新学習指導要領における

指導と評価の一体化」についての講演からは、３観点の中の主体的に学習に取り組む

態度の評価についての考え方を学び、支援の必要な生徒への評価について考える機会

となった。 

３月には再度、増田 謙太郎先生にご指導をいただき、インクルーシブ教育の考え

方としてカスケードタイプがあることや、個別最適な学びの視点からアコモデーショ

ンについて学び、多様な学びの方法を工夫する必要性を理解できた。またＱ-Ｕを利用

し、要支援群の生徒を全教員で共有し、担任だけでなく授業者も配慮することができ

た。プロジェクターや黒板の利用方法やジグソー法の授業実践発表を通し、授業方法

の改善を図ることができた。 

今年度の研究成果を授業実践に生かすことで、支援が必要な生徒に対し適切な支援

ができ、通常学級におけるインクルーシブ教育の推進に一歩踏み出すことができた。 

今後は、これらを１つのシステムとして構築していくことを目指し、さらなる研究に 

取り組んでいく。 
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「共⽣社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの推進」 
 
【研究の内容】 

第１回 7⽉20 ⽇（⽉）全体会「中学校における合理的配慮と特別⽀援教育」 
 講師：東京学芸⼤学教職⼤学院准教授 増⽥ 謙太郎先⽣ 
第２回7⽉２９⽇（⽔）分科会 前回の講演を受けて研究の⽅向性を考える  

【成果と課題】 
（ １ ） 成果 

①合理的配慮の基準、実際の例について学ぶことが 
できた。ユニバーサルデザインの考え⽅、特別⽀ 
援教育について事例検討を通して学んだ。 

②分科会では活発な討議をし、個々に指導実践に⽣ 
かすことができた。 

（ ２ ） 課題 
全教科で統⼀の試みができないか検討していくことが提案された。 

 
【研究の内容】 

第３回９⽉１６ ⽇（⽔）全体会 
「新学習指導要領に基づく授業改善」 

講師：東京学芸⼤学教職⼤学院准教授 増⽥ 謙太郎先⽣ 
第４回９⽉２３⽇（⽔）全体会 
「新学習指導要領に⽰された各教科における指導の⼯夫」 

講師：⾶⽥給⼩学校 校⻑ ⼭中 ともえ先⽣ 
第５回９⽉２９⽇（⽔）分科会 講演を受けて研究の⽅向

性を考える  
【成果と課題】 

（ １ ） 成果 
① 学習環境、学習活動等の「構造化」の考え⽅とジグ

ソー法による授業づくりを学んだ。 
② 特性の理解と⽀援と合理的配慮について事例検討を

し、都⽴⼊試での実践例を学んだ。 
③ 共⽣社会の基盤となる学級経営について学んだ。Q-

Uテストの活⽤について検討。 
④ これまでの特別⽀援の流れと新学習指導要領から今

後求められる⽀援について学び、意識を⾼めた。 
（ ２ ） 課題 



  合理的配慮の計画的な運営について、校内委員会で検討する。 
 
【研究の内容】 

第６回 １０⽉１４ ⽇（⽔）分科会 
 「分科会の研究について」 
第７回 １１⽉１１⽇（⽔）授業研究と講演  

「道徳科の授業実践と評価」 
講師：多摩市⽴聖ヶ丘中学校  

指導教諭：三浦 摩利先⽣ 
第８回 １２⽉９⽇（⽔）全体会 「新学習指導要領における指導と評価の⼀体化」 

講師：調布市教育委員会 指導主事：髙橋 康⼀先⽣ 
【成果と課題】 

（ １ ） 成果 
① 指導教諭の道徳授業を参観し、様々な授業⼿法について学ぶとともに、共⽣社会の基礎
を作る⽣徒の⼼を耕す道徳授業の実践となった。 

② ３観点中、主体的に学習に取り組む態度の評価についての考え⽅を学び、⽀援の必要な
⽣徒への評価について考える機会となった。 
 

【研究の内容】 
第９回 １⽉２０⽇（⽔）５時間⽬授業参観、 

全体会：各教科の授業実践発表 
講演：「インクルーシブ教育の考え⽅・QUの活⽤」  
講師：増⽥ 謙太郎先⽣ 

第１０回３⽉ ５⽇（⾦）分科会「今年度のまとめ」 
第１１回３⽉１２⽇（⾦）全体会 

「次年度の研究の⽅向性について」 
【成果と課題】 
（ １ ） 成果 

① インクルーシブ教育の考え⽅としてカスケードタイプ
があることを学び、実践していくことの重要性を学ん
だ。 

② 個別最適な学びの視点からアコモデーションについて
学び、多様な学びの⽅法を⼯夫する必要性を理解でき
た。 

③ Q-Uを利⽤し、要⽀援群の⽣徒を全教員で共有し、担
任だけでなく授業者も配慮することができた。 



④ プロジェクターや⿊板の利⽤⽅法やジグソー法の授業実践発表を通し、授業⽅法の改善を図
ることができた。 

⑤ 発表当⽇の授業構想、リーフレットや配布物の内容を検討し、研究発表が具体化してきた。 
 

（ ２ ） 課題 
① 共⽣社会に向けた取り組みを計画する必要がある。外

部⼈材の活⽤も視野に⼊れる。 
② クロムブックの活⽤について検討していく。⽀援⽤ア
プリやクラスルーム、ミライシード活⽤の研究。学習
の個別最適化の推進。 

③ アンケートなどの検証⽅法の検討。 
 

【まとめ】 
令和３年度の研究発表（２年次）に向け、研究主題を「共⽣社会の形成に向けたインクルーシ

ブ教育の推進〜⼀⼈⼀⼈が輝く授業実践を通して〜」に変更を⾏った。 
今年度の研究成果を授業実践に⽣かすことで、⽀援が必要な⽣徒に対し適切な⽀援ができ、通常

学級におけるインクルーシブ教育の推進に⼀歩踏み出すことができた。今後は、これらを１つのシ
ステムとして構築していくことを⽬指し、さらなる研究に取り組んでいく。 
 


